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●
蜘
蛛
の

探
集
及
保
存
法

　
以

下

逋
べ

ん

‘

欲
す
る

處

は

分

類
に

供
す
べ

き

標
本
の

探
集

及
び

保
存
法
に
・
し

て

組
織

、

解

剖
等
の

目

的
に

は

他
の

方
注
に

俵
ら
ざ
る

ぺ

か

ら

す
、

蜘
蛛
類
の

採

集
は

至
っ

て

簡
單
に

し
て

特
別
の

器
具

を
要
せ

す
唯
可
成

口
の

廣
き
ガ

ラ

ス

瓶
に

紅
を
付
け

て

手
に

提
げ

得
る

様
に

な

し

是
れ

に

七
〇
パ

ー

セ

ン

ト

の

酒
精
を
入
る

れ

ば

足
る

、

此
外
に

小
形
の

ピ

ソ

セ

ヅ

ト

を
要
す
先
づ

車
翰
壯
の

巣
を
作
る

普

邇
の

蜘
蛛
を
探
集

す
る

に

は

動

物
の

居
る

下
方
に

瓶
の

口

を

當
て

が

ひ

上

よ

り

手
に

て

巣
に

觸
る

時
は
ク

モ

は

自
ら
酒
精
中
に

落
ち
込
む
も
の

な
ら
か

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
…

く
す
る

時
は

足

の

取
れ

る

等
の

憂
な
む

樹
上

高
き

處
に

棲
息

す
る

も
の

は

棒
に

て

巣
ξ

共
に

搦
め

取
る

を

よ

し
託

す
、

蜘

蛛
類
に
は

　へ

以
上

述
べ

し

如
く

車
輪

壯
の

巣
を

作
る

も
の

も

甚
だ

多
け

れ

ざ

も

叉

濕
地
の

落
ち

葉
の

下
、

石
の

下
、

木
の

根
本

、

又
は

草
間
な
ざ

に

生

活
す
る

も

の

に

て

車
翰
駄
の

集
を
作
ら

ざ
る

種
類
も
甚
だ

多
く

却
て

研
究
に

は

興
昧
あ
る

も
の

な

り
、

こ

れ

種
類
の

變
化

に

富
む

が

散
な、
り
、

　
か

二

る

種
緬
隅

は
欟…

ね
其
體
小

に・
し

て

長
さ

數
ミ
、

メ
、

の

も
の

多
し

、

甚
だ

し

き

も
の

は
肉
眼
に

て

辛
じ
て

見
出
し
得
る

も
の

あ

b
、

叉
此

等
は

普

逋
幼
き

も
の

の

如
く

考
へ

採
集
せ

ざ
る

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
…

人
あ
れ

ざ

も
こ

れ

决・
し

て

幼
き

も
の

に

非
す

、

斯
か

る

種

類
の

採

集
に

は

前
述
べ

し

如
く
木
の

根
石
の

下

な
ご

を
ビ

ン

セ

ツ

ト

に

て

掘
b
極
め

て

注
意

し
て

捜
索
す
る

を
要

す
o

　
凡
て

斯
（

の

如
く

し
て

探
集・
し

π

る

動
物
は

何
れ

も

七
〇
パ

ー

セ

ン

ト

の

酒
精
中
に

投
入
し

て

持
ち
歸
う

次
に

九
〇
パ

ー

セ

ン

ト

の

酒
精
に

入

れ

て

永
く

保
存
す
る

こ

ご

を

得
、

酒
精
に

て

保
存
し

（

雜
　
　

鑪
）

　
O
蜘

蝋
の

課
集
及
保

存
法、

0
日

本
の

ヒ

ミ

ズ

モ

グ

ラ

類

州

た

る

標
本
は

年
芒

共
に

多
少
變
色
・
し

又
柔
か

き
も
の

は

縮
む
不

便

あ
れ

こ

も

分

類
學
上
に

は

少
む
も

差
支
な

き
が

如
し

、

フ

オ

ル

マ

リ

ン

の

四
バ

；

セ

ン

ト

位
の

溶
液

は

色
を

保
存
す
る

に

於
て

は

酒

精
に

ま
さ

る

露
あ
る

も
關

節
を
堅
く
・
し

隨
つ

て

毀

損・
し

易
ぐ

叉
研

究
に

不

便
な
り

、

猶
フ

オ

ル

マ

リ

ン

液
は

組
織
を
膨
脹

せ
・
し

め

腹

部
を
破
裂
せ

ん

む
る

こ

ご

あ
り
て

良
し
か

ら

す
、

其
他
種
々

の

蹟

を
作
り

試
み

た

る

も
格
別

に

成

功・
し

把

る

も
の

な

し
o

　
以

上
の

外
内
臟

、

筋
肉
等
を

除
き

外
部
の

キ

チ

ン

質
の

み

を
殘

・
し

て

顯
微

鏡
的
の

プ

レ

パ

ラ

ー

ト

を
製
す
る

方
法
あ

り
、

是
は

蜘

蛛
に

限
ら

す
キ

チ

ン

質
の

外
皮
を
有
す
る

も
の

例
へ

ば
ム

カ

デ

の

如
き
も

の

に

應
用・
し

て

好

結
果
を
得
る

も
の

な
り
、

其

大
要
を
左

に

附
記
せ

ん
、

先
づ

新
ら

し
き

標
品

夊
は

保
存
し

あ
る

も
の

を
取

う

出・
し

て

苛
性
加
里
の

水

溶

液
（

濃
度
は
一

定
せ

ず
）

に

入

れ
置

く
な
b
か

く
し
て

二

三
日
の

後
又
は
一

邇
間

位
の

後
に

内
部
の

諸

機
關
の

悉
く

溶
解
む

去
り
て

外
部
キ

チ

ン

の

み

を

殘
す
に

至

り
、

こ

れ

を

取
り

出
む
て

水
に

て

能
く

洗
ひ
次
に

酒
精
に
て

次
第
に

水

を
拔
き

去
り

遒
に
”

ル

サ
ム

に
て

封
す
る

な

り
、

か

く
・
し

て

作
b

陀
る

標
本
は

足
の

爪
、

觸
肢
の

形

駄
等
凡
て

外
部

の

研

究
に

は

最

も

便
利
に

し
で、

缺
く
べ

か

ら

ざ
る

も
の

な
b
。

（

奥

村
多
忠
）

●
日

本
の

ヒ

ミ

ズ

モ

グ

ラ

類

　
ヒ
．、、

ズ

モ

グ

ラ

は
】

名

ヤ

マ

モ

グ

ラ

ご

稱・
し

“。
鑑
b
蜀
器

に

屬
す

、

モ

グ

ラ

に

似
ヤ卩
り

ど

雖

も
形
甚
小

、

且
つ

前
足
の

發

逹
彼

れ
の

如
く

甚・
し

か

ら

す
71
」

っ
易

硯，

署
断
氏
に

從
へ

は
ミ

・

ズ

の

外

植

物
の

幼
根
を

食
す
ε

云
ふ

、

四

九
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・
　

（

離
　
　

録
）

　
01
「

箔

廿

ピ

ウ

カ
」

→

萬
餘
扈冖

、

Q
家
畜
と

し

て

馬
の

古
輩．

余
は
一

昨
秋

房
州
清
澄
血

農
科
大
學
演

脅
林
内

官
舍
石
垣
に

於
て

小

捕
鼠
器
を

以
て

日

々

數
頭
の

觀

§
畠

§
訂

を
得

花
b
、

依
つ

て

其
或
者
に

就
て

食
物
を
驗
せ

6
に

ミ

・

ズ

を
食
・
し

居
る

は

分
明
な

b
し
も

其
他
の

も
の

に

至

b
て

は

知
ら
す
果
亡

て

幼
根
を
食・
し

本

科
中
の

一

異
例
ざ

す

可
き
か

。

本
邦
産
ご
・
し

て

知
ら
れ
し
も
の

左

の

如
し
。

　

タ

　

ー

下
顎
に

犬

齒
を
缺

く

…

…

…

…

…

…

等
g
圏
§
恥．

　

　
ラ

　

　
A
尾
比
較
的
長
し
（

李

均
三

三

三
、

メ
、

）

。

　

　
（

 

形
大

、

頭
胴
の

和

九
〇

ー
一

〇

マ、、
、

メ
、

毛
色
暗

褐

　

　
　
　

色
。

　

　
　
　
九

州
、

箕

鋒
ガ

フ

夂

…

…

…

籌

§
警
日
・

蚤

　

　
　

 
形
小

、

頭
胴
の

和
八
四

ー
九
一
−・
、

、

メ
、

毛
色
淡
禍
色

。

　

　
　
　

對
馬

…

…

…

…

…

…

…

9
外

毳
龕
舘
§

日
鷁
○
ω・

　

　

殉
尾
比

較
的
短
む
。

　

　

（

　

　
　
ω
毛
色

褐
色

、

尾
長
李

均
三

〇
、・、
、

メ
、

　

　
　
　

四

國
…

…

…

…
…
：

：
・
…
：

：

…

9
〜．

§
慧

ミ
軸

蟄

日
国
o
ω・

　

　
　
 
毛
色
茨

黒
色

、

尾
長
夲

均
二

七
ミ
、

メ
、

　
　

．

　

　
　
　

本
州
…
・

…
…

…
…
…
・・

−

−

−

9
魅

丶

§
蕊

§
諺

日
缶
o
曽

　

　

　
11

上

下
爾
顎
に

犬
齒
を

有
す
…
…

…

・
b
く

§

§
§
δ

　

（

　

　
　

 
外
觀

靜

§
恥

§
計

　
に

似
た
り
、

尾
毛
特
に

短
し

、

時
に

　

　
　
　
誨

§
黜

§
磁

の

若

き

も
の

ご

誤
る

こ

ビ

あ

り

さ

も

め
る

　

　
　
　

可・
し
。

　

　
　
　

本
州
北

部
、

七

メ

ヒ

ミ

ズ

モ

ズ

ラ

（

新

稱
）

　

　
　
　

芻

前
、

入
ケ

嶽
・

：
・

：

…

…
：

b°

戛
N

母
。

簗

蓼
→

召
国・

ン

玉

Q

　
　
．

〈

余
は

朋

前
國
藏
王

曲
に

於
て

得
泥

る

標
本

を
以
て

之

れ
に

　
　

　

　
同
定
む

得
可
し
ε

信

す
。

）

　
　
　

（

青
木

文
一

郎
）

●

2
ト

ど

リ

ヵ

二

萬
餘
疋
（

何
に

も
な

る

ま
い
）

　
札

幌
な
る

八
田

博
士
よ

り

波
江

氏
宛
の

逋
信
の

う

ち
に

下
の

如
き

　
一

丈
あ
り
、

日
く
『

小

樽
の

漁
家
某

千
島
の

某
所
に

鳧
の

夏
田

漁
中

　
不

漁
の

爲

手
當
り

次
第
に
「

エ

ト

ピ

フ

カ
」

を

捕
へ

鹽

漬
ビ

し
持

ち

　

歸
り

陀

る

趣
、

勿

驚
其
の

數
一

萬・
參

千
飴

疋
、

何
か

に

な
る

ま
い

　
か

ご

云
て

居
る

が

何
に

も
な
り

相
に

も

御
座
な

く

候
、

一

奇
聞
に

　

付
一

寸

申
上

候
。

』

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
（

大
島
癢
）

　

●
家
畜
こ

し

て

馬
の

古
さ

　
別
に

漸
し
い

事
實
で

も

無

…
　

い

が

誰
も
一

寸
考
へ

る

問
題
で

あ
る

炉
−

ら

少
し
く

書
い

て

見
よ

…
　

う
o

馬．
が

家
畜
ε

せ

ら
れ

だ
の

は

肩
史
似

前
で

あ
る

事
は

誰
も

疑

　

ひ

を
い

れ
膽

事
で

あ
る
Q

然
ら
ば

現
今
こ

の

位
古
く
か

ら

家
畜
亡

　

せ

ら
れ
て

居
だ

串
が

分
か

つ

て

居
る

か

ビ

云
ふ

に
、

佛
國
の

ド

ル

　
ド

ー
ニ

ュ
、

90
箋
o
αq

器
）

地
方
の

洞
人

（

09

く
 

日
Φ

昌
）

の

遣
跡
中
に

　

馴

鹿
の

角
に

丸

彫
り
し

た

嘶
い

て

居
る

馬
の

頭
が

發

見
せ

ら
れ

　

た
、

の

み

な
ら

す
他
の

骨
片
に

施
さ

れ

た

夲

彫
を
見
る

ご

充
分
に

　〜
　

頭
部
を
革
紐
で

綾

取
う

手
綱
を

附
け

獪

鼻
革
の

具
合
か

ら
考
へ

る

ヘ
　

ビ

馬
街
ま
で

爲
た

事
が

分
る
。

同
時
に

あ

る

洞
の

内
か

ら

非
常

に

　

多
ー

の

料
理
せ

ら
れ
た

馬
の

骨
が

見

出
さ

れ

陀
。

・
し

て

見
る

ビ

洞

　

人
は

叉
馬

肉
を
珍
重
し
て

食
つ

た

の

で

あ

ら
う
Q

　
　

斯
く

の

如
く
・
し

て

馬
の

遺
跡
は

上
部

洪
積

層
の

馴

鹿
期
（

Φ

噂

？

　

魯
。

コ
冨

邑
民

霞
）

か

ら

現
れ
だ
、

實
に

入

類

學
者
の

所
謂

舊
石
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